
船舶事故調査報告書 

令和８年７月１日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 乗揚 

発生日時 令和７年１１月１２日 ０７時１２分頃 

発生場所 千葉県千葉港葛南
かつなん

区の千葉港市川第３号灯浮標南南東方の浅所 

 浦安沖灯標から真方位０６２°４.１海里（Ｍ）付近 

 （概位 北緯３５°３８.７′ 東経１３９°５８.１′） 

事故の概要  貨物船第三菱縁
りょうえん

丸は、南南東進中、浅所に乗り揚げた。 

事故調査の経過 令和７年１１月２６日、主管調査官（横浜事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

貨物船 第三菱縁丸、４９９トン 

１４４３１６、光栄海運株式会社 

 乗組員等に関する情報 船長、四級（航海） 

 負傷者 なし 

 損傷 船首部船底等に擦過傷 

 気象・海象 気象：天気 曇り、風向 北東、風力 １、視界 良好 

海象：海上 平穏、潮汐 上げ潮の中央期、潮高 約８７cm（市川） 

 事故の経過  本船は、船長ほか３人が乗り組み、北海道苫小牧港に向けて千葉港

葛南区の企業専用岸壁を出航した。 

 船長は、単独で船橋当直に当たり、１.５Ｍ及び３Ｍレンジで表示

したレーダー２台並びに電子海図装置を作動させ、千葉港市川第７号

灯浮標（以下「千葉港市川」を冠する灯浮標名は、これを省略す

る。）を通過する頃に出港配置を解除した。 

船長は、葛南区の市川水路を航行する他船を見掛けなかったので、

同水路西側の中央寄りを約９～１０ノットの対地速力で手動操舵に

よって、本船を南南東進させた。 

船長は、本船が第５号灯浮標を通過する頃、第２号灯浮標付近に市

川水路の東端を航行する反航船を認めたものの、同船と接近する前に

本船を同水路の西側に寄せると右舷船首方の第３号灯浮標に寄り過ぎ

ると思い、針路を保持していた。 

その後、本船と反航船とが行き会う位置は船長が思ったよりも第３

号灯浮標に近づくことになった。そこで、本船が第３号灯浮標を通過

してすぐに、船長が急いで右舵を取ったところ、本船は、市川水路を

外れ、第３号灯浮標南南東方の浅所（以下「本件浅所」という。）に

乗り揚げた。 

（図１ 参照） 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 航行経路図 

 

本船は、主機を後進として離脱を試みたが離礁できず、主機を停止

した。 

船長は、船内外の点検を乗組員に指示していたところ、海上保安庁

から乗り揚げているのか問われたので、乗り揚げた旨応答するととも

に、関係会社に報告した。 

本船は、船長が本船に浸水等の異状がないことを確認した後、潮位

の上昇によって離礁した。その後、出航した企業専用岸壁に再度着岸

した。 

反航船は、本船が乗り揚げた後、本船の左舷船尾方を通過した。 

船長は、約３０年間の船長経験があり、本船には約３年間乗船して

いた。本船を操船して市川水路を航行させた経験は１００回以上あっ

た。市川水路の航行に際しては、これまで自分の感覚のみで本船を事

故なく航行させていたことから、本事故時、レーダー及び電子海図装

置を活用して同水路際から拡延する浅所までの状況を確認していな

かった。 

本船の喫水は、船首約３.３５ｍ、船尾約４.６０ｍであった。 

海上保安庁刊行（令和２年３月）の本州南・東岸水路誌には、市川
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水路に関して、長さ約２.５Ｍ、幅約２００ｍ、水深約６.５ｍであ

り、灯浮標で表示され、水路の両側は浅いので注意を要することが記

載されている。 

分析 (1) 市川水路は、長さ約２.５Ｍ、幅約２００ｍ、水深約６.５ｍで

あり、水路の両側は浅いことから、操船者は、水路際を航行させ

る場合には、船位を正確に把握することが必要であると考えられ

る。 

(2) 船長は、これまで市川水路を通過した際、航海計器で船位を確

認することなく自身の感覚で幾度も事故なく本船を航行させてい

たことから、慣れによる安全意識の低下を招き、本事故時におい

ても、船位及び水路際の水深の状況を正確に把握していなかった

ものと考えられる。 

(3) 船長は、航海計器で船位を確認しなかったことから、反航船を

避ける際に右舵を取り過ぎたものと考えられる。 

(4) (1)～(3)から、本船は、市川水路を南南東進中、本件浅所に乗

り揚げたものと考えられる。 

原因 本事故は、本船が、市川水路を南南東進中、船長が、自身の感覚を

頼りに操船し、航海計器で船位を確認しなかったため、反航船を避け

る際に右舵を取り過ぎ、本件浅所に乗り揚げたものと考えられる。 

再発防止策  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・船長は、可航幅が狭い水路（水路両側の水深が浅い等）で操船す

る場合、常時レーダー等の航海計器で船位を確認すること。 

 


